
2021年度事業報告 

 

特定非営利活動法人 つみきの会 

 

 

 2021年度は、引き続き新型コロナ流行の影響を受けて、多くの定例会が中止やオンライン開催を余

儀なくされた。新規入会者もやや少なかった。2022年度末で、正会員数 1172人、うち継続会員 960

人、新規入会者 212人。そのほか、準会員 97人、ゲスト会員 160人。全会員数 1429人だった。 

 

A. 公開セミナーなどの一般向け啓蒙活動 

 2021年度は公開行事は実施しなかった。 

 

B. 定例会など会員向け交流活動 

 コロナ流行下ではあったが、札幌、仙台、新潟、東京、名古屋、北陸、大阪、神戸、福岡で定例会を

1～3回、オンライン開催あるいは現地開催した。また就学期講習会も実施した。 

 

C. 講習会などの療育支援事業 

 2021年 7月 29，30，31日の三日間、神戸勤労会館にて、ABA支援者養成講座を実施した。 

 また ABA療育支援員向けに「ABAステップアップゼミナール 2022」を吉野智冨美さん（ABASaC

代表）を講師に招いて、オンラインにて計 4回実施した。 

 

D. 発達障害児・者への直接支援事業 

 東京、埼玉、名古屋、大阪、明石で、月 1回、発達相談を行なった。また福岡と広島の合同コンサ

ルティングにも経費の一部補助を行った。 

 また高橋雅城基金を利用して、（株）NOTIAを支援し、兵庫県西宮市に児童発達支援事業所を新設

した。 

 

E. 書籍・ビデオ・教材などの頒布事業 

 つみき BOOK下が 2021年 7月に完成し、ようやく上、中、下がそろった。またつみき BOOK上の

中国語版を製作した。 

 

F. 発達障害に関する調査研究事業 

 本部で、研究用の書籍を若干数購入した。 

 

以上、ご報告します。 
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NPO法人つみきの会代表 
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